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研究開発の成果

令和２年度採択 固体酸化物形燃料電池（SOFC）の高強度化のための多孔質金属基板の開発

ポーライト株式会社（埼玉県) 主たる技術：精密加工

環境負荷低減に大きく貢献している固体酸化物形燃料電池（SOFC）は、熱衝撃などの強度が低いと
いう課題がある。本事業は、SOFCの高強度化と作動温度の低温化を実現させるため、SOFC用の多
孔質金属基板を開発し、金属支持によるSOFCセルを試作して実際に利用できることを確認した。

■テーマ1：乾式成膜法で表面に緻密質膜が作製可能
な多孔質金属基板の開発
・最大空孔径7μm以下の多孔質金属基板の開発
・空孔率40%の多孔質金属基板に98.5%の緻密膜を作製

■テーマ2：SOFCとしての実用化サイズの開発
・100mm角サイズで厚さ0.3mm、平面度0.1mm以下、空孔
率40%以上の多孔質金属基板を開発

■テーマ3：SOFC作動環境での安定性の確立
・開発した多孔質金属基板を用いたSOFCセルを試作し稼働させ、
開回路電圧が1.0V以上で100時間以上の安定稼働を確認
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